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令和６年度男鹿市一般会計補正予算（第７号）の概要について 
 

令和６年12月17日 
（単位：千円）  

一 予算規模                             

補 正 額 ９９，７００ 

補 正 後 の 規 模 １８，４９６，７００ 

前年度12月補正後予算との対比 △５２５，７５３ 

 

  《補正予算の財源》 

特 定 財 源  ６００ 

       国 庫 支 出 金 ６００  

 

一 般 財 源  ９９，１００ 

       繰 越 金 ９３，３０８  

       地 方 交 付 税 ５，７９２  

 

（参考）財政調整基金現在高  １，８３７，８２７ 
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二 補正予算の内容 

  今回の補正予算は、給与改定及び職員の異動調整による人件費などを計上した。 
 

 

 

Ⅰ 人件費 

(１)人件費 ８９，９４５ 

秋田県人事委員会勧告に準じて給与改定するとともに、実績見込に基づき給与費等を補正する。 

 ・給与改定分 105,886千円 

（内訳：給料•報酬 59,103千円、手当 37,876千円、共済費 8,907千円） 

 ⑴ 月例給の引上げ（公民較差 10,804円(2.95％)を解消するため、若年層に重点を 

置いて給料表の水準を引上げ） 

 ⑵ 期末・勤勉手当の年間支給割合の引上げ（民間の年間支給割合に見合うよう） 

一般職、会計年度任用 4.45月→4.60月、再任用 2.35月→2.40月 

特別職 3.15月→3.30月、議会議員 3.05月→3.20月 

・異動調整分 △15,941千円 

 

 


